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森も

り林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス

全
国
三
大
都
市
で
開
催

「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
は
「
緑

の
雇
用
担
い
手
対
策
事
業
」（
林
野
庁
）

と
「
林
業
就
業
支
援
事
業
」（
厚
生
労
働

省
）
に
基
づ
き
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会

が
実
施
主
体
と
な
っ
て
行
う
林
業
へ
の
就

業
を
目
指
す
人
た
ち
を
対
象
と
し
た
説
明

相
談
会
で
す
。

各
会
場
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ

れ
、
林
業
に
関
す
る
仕
事
内
容
の
紹
介

や
、
緑
の
雇
用
制
度
、
林
業
就
業
の
事
前

研
修
と
し
て
基
礎
的
知
識
な
ど
を
習
得
す

る
林
業
就
業
支
援
講
習
会
や
チ
ェ
ー
ン

明
け
の
一
月
一
五
日
か
ら
一
六
日
に
か
け

て
は
名
古
屋
の
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー

（
同
六
六
八
名
）、
一
月
二
二
日
か
ら
二
三

日
に
か
け
て
は
大
阪
の
梅
田
ス
テ
ラ
ホ
ー

ル
（
同
一
、
七
一
一
名
）、
二
月
五
日
か

ら
六
日
に
か
け
て
は
再
び
東
京
に
戻
り
秋

葉
原
の
ア
キ
バ
・
ス
ク
エ
ア
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
各
会
場
と
も

求
職
者
の
参
加
が
増
え
て
い
ま
す
。
深
刻

な
雇
用
情
勢
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
そ
う
で

す
。林

業
就
業
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

森
林
・
林
業
関
連
の
就
業
を
目
指
す
人

ソ
ー
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
の
案
内
、
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
情
報
の

提
供
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
緑
の
雇
用

に
よ
る
研
修
生
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
人

達
が
参
加
し
た
「
森
林
の
担
い
手
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
」
で
は
、
研
修
生
の
本
音
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
都
道
府
県
相
談
ブ
ー
ス
で

は
、
事
業
体
の
新
規
雇
用
予
定
や
都
道
府

県
レ
ベ
ル
で
の
支
援
内
容
を
説
明
し
、
生

活
相
談
に
も
応
じ
る
体
制
を
準
備
し
て
い

ま
す
。

本
年
度
は
、
昨
年
の
一
一
月
二
〇
日
、

二
一
日
の
両
日
に
東
京
・
有
楽
町
の
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
（
参
加
者
一
、

〇
五
九
名
）
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
年

林野庁の施策紹介

に
と
っ
て
、「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

は
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
す
。
直
接
就
業
を
斡
旋

す
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
就
業
希
望

を
持
つ
人
に
と
っ
て
、
ど
こ
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
っ
た
窓
口
や
、
林

業
の
仕
事
の
内
容
等
に
関
す
る
情
報
が
入

手
で
き
ま
す
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
就
業
に
関
す
る
情
報
を

入
手
し
た
人
は
、
林
業
労
働
力
確
保
支
援

セ
ン
タ
ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
個

別
団
体
や
民
間
の
林
業
事
業
体
等
と
具
体

的
な
就
業
に
つ
い
て
相
談
し
ま
す
。

林
業
に
就
業
す
る
ま
で
の
間
に
受
講
可

能
な
研
修
が
林
業
就
業
支
援
事
業
に
よ
る

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
森
林
―
そ
の
森
林
に
対
す
る
理
解
が
広

ま
る
中
で
、
林
業
へ
の
就
労
を
目
指
す
人
々
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
、
林
業
に
就
業
す
る
た
め
の
学
習
や
体
験
機
会
の
紹
介
や
、
就
業
支

援
窓
口
な
ど
の
情
報
提
供
、
就
業
後
に
受
講
可
能
な
研
修
制
度
な
ど
の
説
明
を
行
う
「
森
林

の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
本
年
度
も
東
京
、名
古
屋
、大
阪
の
三
大
都
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
で
七
回
目
と
な
る
こ
の
説
明
会
に
は
、
最
近
、
若
者
の
参
加
が
増
え
て
い
ま
す
。
新
規

就
業
者
の
定
着
率
も
向
上
し
て
お
り
、
生
き
生
き
と
し
た
森
林
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
の

人
材
が
着
実
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

各都道府県相談ブース
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林
業
就
業
者
支
援
講
習
で
す
。
こ
の
講
習

は
都
道
府
県
の
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ

ン
タ
ー
が
行
う
二
〇
日
間
程
度
の
研
修

で
、
前
半
は
座
学
や
道
具
の
操
作
実
習

が
、
後
半
は
林
内
で
実
地
指
導
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

充
実
し
た
研
修
制
度
が
新
規

林
業
就
業
者
の
増
加
に
寄
与

森
林
組
合
や
民
間
の
林
業
事
業
体
な
ど

に
就
業
す
る
と
、
緑
の
雇
用
担
い
手
対
策

事
業
に
基
づ
き
、
研
修
生
と
し
て
、
林
業

の
技
術
・
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
緑
の
雇
用
研
修
で
は
、
一
年
目
に

基
本
的
な
技
術
を
習
得
す
る
二
〇
〇
日
間

程
度
の
基
本
研
修
が
、
二
年
目
に
は
よ
り

高
度
な
伐
出
技
術
を
習
得
す
る
一
〇
〇
日

間
程
度
の
技
術
高
度
化
研
修
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
二
〇
年
度
か
ら
は
さ
ら
に
、

研
修
三
年
目
に
高
性
能
林
業
機
械
を
使
用

し
て
効
率
的
に
森
林
整
備
を
行
う
技
術
を

習
得
す
る
一
五
〇
日
間
程
度
の
森
林
施
業

効
率
化
研
修
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
経
験

年
数
に
伴
っ
て
研
修
内
容
も
高
度
化
し
て

い
ま
す
。

新
規
雇
用
も
着
実
に
増
加

林
野
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
林
業
へ
の

新
規
就
業
者
数
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
緑

の
雇
用
事
業
を
開
始
す
る
前
の
平
成
一
四

年
ま
で
、
年
間
一
、
八
〇
〇
人
余
り
で
し

た
が
、
緑
の
雇
用
事
業
を
開
始
し
た
平
成

一
五
年
度
か
ら
二
〇
年
度
は
年
間
三
、
二

〇
〇
人
程
度
と
大
き
く
増
加
し
て
い
ま

す
。
緑
の
雇
用
事
業
が
、
新
規
就
業
者
数

の
増
加
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

新
規
林
業
就
業
者
数
は
年
ご
と
に
変
化

し
ま
す
が
、
傾
向
的
に
は
増
勢
が
続
い
て

い
ま
す
。 

景
気
の
低
迷
で
就
業
機
会
が

減
少
す
る
と
と
も
に
、
森
林
の
大
切
さ
に

対
す
る
国
民
の
理
解
が
深
ま
る
中
で
、

「
森
林
を
守
り
・
育
て
る
」
こ
と
に
積
極

的
に
参
加
し
た
い
と
す
る
人
が
増
え
て
い

る
こ
と
も
大
き
な
理
由
で
す
。「
森
林
の

仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
へ
の
参
加
者
は
最
近

は
大
学
生
が
増
え
る
な
ど
、
若
者
の
参
加

が
目
立
つ
情
勢
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

我
が
国
の
森
林
・
林
業
を
支
え
る
担
い

手
の
確
保
が
急
務
な
中
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

参
加
者
を
就
業
に
つ
な
ぐ
入
口
と
し
て
需

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

研修生と意見の交換ができる研修生ブース

林業の現状、緑の雇用、林業就業までの流れなどにつ
いて説明

1月開催の大阪会場の様子 1月開催の名古屋会場の様子

（人）


